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     灯油等石油製品の価格抑制と安定供給及び備蓄の放出を国に 

働き掛けることを求める要請 
 
 昨年の原油価格の高騰以降高値で推移している灯油・ガソリン等石油製品の価格が、今年３

月に入りイラン情勢緊迫化等で再び急激に高騰しており、道民生活に深刻な影響を与えること

が懸念されます。 
 特に、３月に入り道東・道北で、100 円灯油（１㍑）が続出しています。 
灯油等石油製品価格の高騰は、家計を直撃し、年金生活者や低所得者にとっては死活問題とな

る極めて深刻な事態を招くとともに、北海道経済に与える影響も深刻です。 
 つきましては、道民が安心して生活できるよう次の事項について緊急に国へ働き掛けるよう

要請いたします。 
 

記 
 
・ 灯油・ガソリン・ＬＰガス等石油製品の価格抑制と安定供給を業界に一層強く指導するこ

と。 
 
・ 原油価格の上昇に便乗した値上げを厳しく監視すること。 
 
・ 石油製品の価格安定のため、備蓄原油を放出すること、及び小売価格の上昇が続いた場合

は放出することを制度化すること。 
 
・ 原油価格高騰の元凶となっている投機マネーの抑制システム構築を国際社会にアピールす

ること。 
 


